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「千葉県特定再生資源屋外保管業の規制に
関する条例（通称：千葉県金属スクラップ

ヤード等規制条例）」における
お知らせ

オリックス環境株式会社
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千葉県特定再生資源屋外保管業の内容

①事業者の情報
オリックス環境株式会社
代表取締役 山下 英峰
住所:千葉県船橋市西浦2丁目16番1号
電話番号:047-432-6711

②事業場の所在地
住所:千葉県船橋市西浦2丁目16番1号（地番:西浦２丁目26番1、26番2、26番4、26番5、26番6）
敷地面積:16,232㎡

③事業の内容
2013年4月に船橋工場を開設し、船橋市より産業廃棄物処理業の許可を取得、特定再生資源屋外保管業
を開始しました。2018年8月に小型家電リサイクル事業者認定を取得しております。
事業者の消費活動にて使用され、使用が終了となった機器・機械類を事業者の排出場所(店舗・工場・事務所・

工事現場等)より収集、もしくは事業者より持ち込まれ、船橋工場内の保管場所にて保管します。
保管された物品は、船橋工場内に設置している破砕機・油圧ショベルにて再資源化できる資源物を回収、

再資源化できないものは廃棄物の処理及び清掃に関する法律（以下廃棄物処理法）に則り、適正に処分を
行います。
再資源化できる資源物は、商社・金属及び非鉄スクラップ業者などの売却先へ引き渡します。
船橋工場に物品を持ち込む事業者は主に機器・機械類のメーカー・販売会社・設置工事会社・使用者となります。

条例施行規則第５条第3項に規定する区分の雑品スクラップを保管し、破砕・圧縮・解体の処理を行います。

工場内の図面・設備概要をご参照下さい。
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a.受入ヤード

b.リングヤード

c.重機解体
ヤード①

d.重機解
体ヤード②

e.プレスヤード

A B C

f.保管場所

◇保管場所の情報

図面（工場概略図）

保管物は鉄製の囲いの中に保管します。
側面には側溝を設け、油水分離槽を経由し、油の流出が
しないように措置しています。

収集、もしくは事業者より持ち込まれ
た物品は、f.保管場所で保管します。

保管された物品は、a～fの場所で、
破砕・切断・圧縮・解体を行います。

出来る限り再資源化できるように処
理を行い、再資源化できないものは
廃棄物処理法に則り、適正に処分を
行います。
工場内の処理フローはP９となります。

・保管物の区分は雑品スクラップであり、油・汚水等が飛散・流出する
可能性があるものは、鉄箱・フレコン等の保管容器に入れ、保管を行い
ます。
・積み上げる作業は、次ページ「積み上げる作業の用に供する設備」を
使用し、安全を配慮の上、作業を行います。
・許可範囲である面積・高さの制限を遵守します。

◇保管の作業の方法及び手順

保管場所 面積 特定再生資源の区分 保管物の保管の高さ

A 30㎡ 雑品スクラップ 2.2m

B 42㎡ 雑品スクラップ 2.5m

C 36㎡ 雑品スクラップ 2.5m
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積み上げる作業の用に供する設備(1)
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積み上げる作業の用に供する設備(2)



6 オリックス環境株式会社
Copyright © 202５ ORIX ECO Service Corporation All rights reserved.

◇破砕等の場所の情報

破砕等の場所 名称 面積 破砕等の種類 破砕等の方法

a 受入ヤード 960㎡ 破砕 破砕機による破砕

b リングヤード 592㎡ 破砕 破砕機による破砕

c 重機解体ヤード① 300㎡ 解体 油圧ショベルによる解体

d 重機解体ヤード② 144㎡ 解体 油圧ショベルによる解体

e プレスヤード 408㎡ 圧縮 圧縮機による圧縮

f 保管場所A・B・C 108㎡ 解体 油圧ショベルによる解体

破砕 油圧ショベルによる破砕

切断 ガス溶断による切断

受入れた物品は、下記「破砕等の用に供する設備」を使用し、出来る限り再資源化できる資源物の分別を行います。
再資源化出来なかった廃棄物は、廃棄物処理法に則り、適正に処分を行います。
破砕処理等を行うため、火災発生の恐れがあるものに関しては、出来る限り、前処理等行うなどの措置を行います。

破砕等の用に供する設備(1)

◇破砕等の作業の方法及び手順
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破砕等の用に供する設備(2)
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破砕等の用に供する設備(3)
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受入時に台貫で受入物を計量し、
保管場所で保管します。

↓
保管後、破砕・切断・圧縮・解体
処理を行い、出来る限り再資源化
できるように分別を行います。

↓
分別された資源物・廃棄物を台貫
で計量し、出荷します。

◇処理フロー
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④現場責任者となる予定の者
施設部⾧ 西川 厚志
工場⾧ 米津 誠
操業チーム⾧ 田所 馨

⑤事業場の操業時間
通常操業時間:月曜日～土曜日 午前8時半から午後5時半まで

※上記日程・時間以外でも操業する場合がございます。
工業専用地域に所在しておりますので、近隣住民の方はおりませんが、騒音振動など環境に配慮した上で
操業を行います。

⑥審査指示事項への対応
現在、千葉県および船橋市の関係部署と事前調整中です。
終了出来次第、許可取得の本申請を行う予定となります。

⑦意見、要望等の問合せ先
船橋工場 窓口:西川・米津
電話番号:047-432-6711
営業日:月曜日～金曜日
営業時間:午前8時半から午後5時半
メールアドレス:shisetsu_funabashi@orix.jp


